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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・4/20(水)六角堂祭13:00～13:30　　※13:00までに集合(時間厳守)

・4/20(水)春の会18：30～（勤務が分かり次第、欠席者は欠席届の提出）
・4/12（火）13:30～横町浩様サービス担当者会議をチョコクッキー八戸（就労継続支援B型）にて実施予定。馬場、慶長が参加予定。

＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子　様～4/6（水）定期訪問実施。表情良く出迎えている。風呂場のガスの使用方法を先日教えてもらい、自宅で入浴できるようになったため良かったと嬉しそうに報告している。この1週間は特に変化もなく過ごしており、末っ子の弟様に電話をした所、話が出来たとのことで嬉しかったとのこと。しかし、仕事中であったらしく、電話が来たことで何かあったのかと驚かせてしまい申し訳ないと思ったと話す。花粉症は継続してあるとのことで、先日外出の際に市販の目薬を購入し使用しているとのこと。そのため本日の外来受診では処方して貰わずに、シンラック液2本のみ処方してもらってきたと話している。また「今年から8/11が山の日になったんですよ。」とスタッフへ親切に教えてくれている。その他生活面で困っていることはないとのこと。
・我満　奈津紀様～4/9（土）定期訪問実施。体調は良いほうだと話しており、表情も良い。室内は前回の訪問時より幾分物が散乱されている。片付けは、叔父宅から使わない棚を貰ってきて収納道具として使う等の工夫が見られている。八戸赤十字病院の外科の次回受診は7月にあるとのことで骨密度等の検査を行うとのこと。婦人科は特に問題ないと言われており、検査の予定はないと話す。先日行ってきた函館旅行を楽しんできたと報告しており、旅行費は叔父等周囲からの援助をしてもらい助けてもらったという。また、娘様の前期分の学費33万円を支払ったため生活は楽ではないとのことで、貯蓄はなかなか出来ていないと話している。仕事は4/11（月）から15:00～18:00で始まるとのこと。また、現在休んでいるスタッフが復帰するまでの期間であるため短期的になると思うと話している。体調に配慮しながら取り組むよう伝えている。
・東海林　康之様～4/10（日）定期訪問実施。交際中の青木様宅へ訪問し、一緒に近況を伺っている。交際中の青木様が隣に部屋を借りた事で、「趣味の絵をまたゆっくり描くことが出来る」と、嬉しそうに話している。また、これまでデーリー東北に投稿した写真の切抜きを見せ、楽しみとしていることを話している。就労も順調で、欠勤することもなく4時間かかる作業も3時間で終えることが出来ているとのこと。先日、東京在住の息子様が心臓の手術を受け、無事成功したとのことで、先月末に来八した際に逢っていると話し、安心したと話す。4/9は根城に住む娘の所へ遊びに行き、孫3人と逢ってきて楽しかったとのこと。出納帳の確認では、大きな出費は見られず、食事もほぼ自炊できていると話す。次回定期受診について、連休を挟むため3週間後となるとのこと。終始多弁で話が止む様子なく、「自分に運が向いて来た…」と話されており、青木様より「いいから…」と、時々諭すように肩を叩かれている。
・青木　紀子　様～4/10（日）定期訪問実施。新しく東海林氏の隣に借りたアパートへ表情良く迎え入れている。室内は綺麗に片付き、整頓されている。新生活へ向け、サンデーから洗濯機、炊飯機、冷蔵庫を購入し、全部で9万円程を一括購入したと報告しているが、前々から予定していた事なので、金銭的に困ることは無いと話す。給湯器を付けると、2千円家賃が上がることになるが、設置予定とのこと。就労継続支援B型事業所チョコクッキーでの就労については、人間関係等悩みはあるが、その都度上司に相談し解決出来ていると話される。東海林氏との会話の中でノンアルコールを先日飲んだと自ら話しているが、都合が悪そうに見られたため、後日別の機会に聞くこととする。食事面では、野菜もとり入れて摂取出来ており、コーラを飲む量も最近は減っていると話される。東海林氏が終始多弁の様子であることを時々心配するように、隣で「イイから…」と、落ち着かせている。定期受診について次は連休をはさみ、3週置いて受診となるとのこと。生活面で特に困っていることも無く順調であるとのこと。

＜青明舎利用者様情報交換＞

・中居　美津子様～本人より、「サプリメントを買ったら膝の調子が良くなった」との話が聞かれており、状況を確認。通販で購入し、金額は6000円とのこと。金銭のやり繰りについて確認すると、「うーん」と話し、違う内容の話をしている。また、サプリメントの使用状況を確認するが、サプリメントが減っている様子は見られていない。サプリメントの件は担当医にも伝えるとのことで、身体状況を確認しつつ、金銭管理にも注意するよう伝えている。
・我満　奈津紀様～本人から面談希望があり、面談実施。仕事について、現在休んでいるスタッフが復帰してきたとのことで「多分今月いっぱいで仕事は終わりだと思う」と話している。休んでいたスタッフは、急に休んだりお客とトラブルになったりする人の為、友人から「巻き込まれないように」とアドバイスを受けたとのこと。

＜グループホーム利用者様情報＞

・村上　元道　様～訪問時、H28年度のアセスメント表を預かっている。うみねこ幸房の就労について聞くと、もう少し働こうかと思うとのこと。「幸房で、あと5年位は働いてお金をためてアパート暮らしするよ」と話している。
・古舘　ヨリ　様～血糖値測定やインスリン自己注射の手順は良くなっている。食事の食べ方を観察すると、噛まずに飲みこんでいる様子がある。
・若松　邦生　様～ナイトケアを見学したが、お金を出してまで行く必要を感じないと話し断っている。
・船場　幸子　様～六角堂祭参加予定。

＜利用者様情報＞
・駒木　洋士　様～スタッフや他利用者への話し掛け多く見られており、状況を確認。身体不調として体の右側への傾きが継続しており、右手を握ることが出来ない為、工藤整形外科受診したとのこと。神経が原因と医師に説明を受け、物理療法を実施。4/12再度整形外科受診予定と話している。服薬状況については、服薬チェックノート忘れているが、空包は持ってきており、服薬出来ている様子。多弁であることについて振り返りをすると「趣味の合う人と話していると面白いから、テンションが上がっているように見えるかもしれないけど、私は普段とは変わらない」と話している。振り返り後も声掛けに変化はなく、プログラムに拒否なく参加し、他者とのトラブルなく過ごしている。　

・小林　　満　様～来所時に体温37.2℃の発熱あり、状況確認するとバス乗車時に寒気がしたとのこと。その他の症状がないとのことで、マスクを着用してもらい、再検し37.6℃となっている。同居している妹様・甥様がインフルエンザに羅患しているとのことで、本日病院受診し結果を連絡して欲しいことを伝えている。その後、本人より電話連絡あり、インフルエンザは陰性で、16：30再検時に体温37.5℃とのこと。休養し、明日再度病院受診するよう伝えると了承している。

・奥山　以依子様～朝のミーティングでスタッフより「体調の悪い方はいますか」と声掛けすると、「良く眠れませんでした。昨日は10時8分に眠って12時37分に目が覚めたんです。眠ろうとしても眠れなかったんです」と話している。午前中の運動プログラム後に眠気の確認をすると「針の穴くらい、小さいくらい眠くないんですよ」と話している。その後のプログラムでも、居眠りは見られず、不調の訴えも聞かれていない。今後も睡眠状態や日中の活動状況を観察していく。
・倉橋　生子　様～来所時、亡くなった利用者について「本当に亡くなったんだよね。しっかりしている人だから、連絡がないってことはそうなんだよね」と話している。スタッフより、再度亡くなったことを伝えると「そうだよね」と答えている。午前中のプログラムを終えると「足が凄く重いんだよ」「足が宇宙にいるみたいな感じなんだよ」とスタッフへ話している。各プログラムには、問題なく参加できている。以降、足の不調の訴えは聞かれていない。今後も訴えのあった際は、話しを傾聴し、様子観察していく。
・鈴木　真知子様～青風荘より、1階勝手口の窓から青山荘方面（外）をじっと見つめていることや、落ち着きない様子見られていたと情報提供ある。本日は、ロッカーから鞄を出して椅子に置いている様子が見られている。プログラムには問題なく参加できている。今後も様子観察し、所在確認も行っていく。
・吉田　キクエ様～下顎の義歯が外れやすく「歯医者に行きたい」と話されている。昼食の主菜は麻婆豆腐のため全量摂取されている。上記内容を情報提供を行っている。

＜外来情報＞
・特になし。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（　古舘　ヨリ　様）

実施日：H28年4月11日（月）13：30～14：00

担当チーム：會津・油津

	氏名
	古舘　ヨリ　様
	性別
	女
	年齢
	62
	生年月日
	S29年1月24日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上

対人関係の改善、作業能力・持続性の向上

	本人希望
	現在の生活を継続する

	家族希望
	同上

	入院歴
	計2回（最終：H10年12月～H13年11月）

	通所歴
	1回目

デイケア：H14年12月1日～現在（週4回/月・火・木・金）

	その他サービス利用
	グループホーム「あおぞら」入居
訪問看護利用

	住居：グループホーム「あおぞら」入居中
	家族構成：







	利用制度
	身体障害者手帳1級
	障害基礎

年金1級
	自立支援医療　利用中

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、グループホームでの生活を継続する。
	①糖尿病悪化につながらないために体調管理ができるようになる。
	①低血糖症状が出現した際の対処法や自己注射の手技を身につける。また、食生活や活動量を考えられるようになる。
	①-1冷汗や眩暈等の低血糖症状が出現した場合には対処できるようになる。決まった時間に自己注射を行い、手技を身につける。スタッフは見守りし、間違いがある時は声掛けを行う。

	
	
	
	①-2食事は野菜を中心にバランスの取れた食事を摂るようにし、間食は控える。毎日5000歩以上歩き、運動プログラムにも積極的に参加する。スタッフは食事内容を確認し、バランスのよい食事や本人が実践できる運動をアドバイスする。

	
	②服薬を継続する。
	②毎日忘れずに服薬を行う。
	②服薬ボードを活用し、確認しながら忘れずに服薬を行う。飲み忘れがあった際は、スタッフへ報告し、状況の振り返りを行い、対処法をスタッフと考える。

	
	③ストレスをためない。
	③不安や悩みを一人で抱え込まないようにする。
	③困ったことや悩み事はスタッフに相談し、対処法についてともに検討し、実践できたか確認する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①低血糖症状が出現した際の対処法や自己注射の手技を身につける。また、食生活や活動量を考えられるようになる。
	・2/10八戸市赤十字病院受診し、医師より糖尿病薬が多いにも関わらず、血糖値が300以上ある為、入院をして服薬調整をしたほうが良いと説明されたとのこと。糖尿病の治療のため3/3より八戸赤十字病院入し、3/16退院。

・デイケア（月・火・木・金）、訪問看護（水）、グループホーム（土・日）でスタッフ見守りのもと昼食直前にインスリン自己注射実施し、血糖測定は週2、3回同時間に行うこととなる。血糖値は100mg/dl台で経過。自己注射の手技については、不十分なところがある為、都度声がけを行っている。本人「忘れちゃうんだよね」と話している。

・体重1月68.2kg、2月67.4kg、3月67.2kg。

・食事については、16時半には夕食を摂っており以降は何も食べていないとのこと。デイケアではうみねこ幸房、グループホームでは、ご飯（130g）とおかず1～2品で、野菜は不摂取な事が多い。

・運動については、運動プログラムへの積極的な参加は以前よりも増加。また、自主的に空き時間に20分ほど廊下歩行を行っている。
	・不調の時は、低血糖を疑い「ブドウ糖を食べても良いか」と話すため、まずは血糖値を測定する等働きかける。
・今後、食生活や運動についての本人の希望を確認し、希望を元に目標を本人と決定していく。

	②毎日忘れずに服薬を行う。
	・デイケアでは服薬ボード、グループホームではお薬カレンダーを使用し、内服を継続している。

・服薬についてはきちんと行っていると話しているが、1～2ヶ月に1回忘薬していることがある。
	・忘薬しないよう対処法を本人と一緒に考える。

	③不安や悩みを一人で抱え込まないようにする。
	・不安な事があると自分から相談したり、スタッフから声を掛けたりすると相談する事は出来ているが、不安の程度が強いと繰り返し不安について訴えている。

・困ったことに関しての対処法についてスタッフと話し合い助言するが、実践できていることがある。
	・血糖値測定はスムーズに行っている為、出来ている事は評価する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、グループホームでの生活を継続する。
	①糖尿病悪化につながらないために体調管理ができるようになる。
	①低血糖症状が出現した際の対処法や自己注射の手技を身につける。また、食生活や活動量を考えられるようになる。
	①-1冷汗や眩暈等の低血糖症状が出現した場合には対処できるようになる。決まった時間に自己注射を行い、手技を身につける。スタッフは見守りし、間違いがある時は声掛けを行う。

	
	
	
	①-2食事は野菜を中心にバランスの取れた食事を摂るようにし、間食は控える。毎日5000歩以上歩き、運動プログラムにも積極的に参加する。スタッフは食事内容を確認し、バランスのよい食事や本人が実践できる運動をアドバイスする。

	
	②服薬を継続する。
	②毎日忘れずに服薬を行う。
	②服薬ボードを活用し、確認しながら忘れずに服薬を行う。飲み忘れがあった際は、スタッフへ報告し、状況の振り返りを行い、対処法をスタッフと考える。

	
	③ストレスをためない。
	③不安や悩みを一人で抱え込まないようにする。
	③困ったことや悩み事はスタッフに相談し、対処法についてともに検討し、実践できたか確認する。


